
町の現状 令和５年４月現在

・人口 5,993人

・65歳以上 2,592人（43.3％）

・75歳以上 1,406人（23.5％）

・要介護認定率 18.0％

・介護保険料 月額7,300円

（第8期では熊本県内2番目に高額）

熊本県高森町 健康寿命の延伸に向けた「通いの場」活性化支援

取組の背景

高森町は典型的な過疎自治体であり、高齢化率は全国及び熊本県平均を大きく上
回っている。今後も少子高齢化は進むことが予想され、それに伴い要介護認定率も増
加していくことが予想された。また、介護給付費に比例する介護保険料は、第7期
（Ｈ30～Ｒ2）に月額7,300円となり、熊本県内で介護保険料が最も高額な自治体
となった。

介護保険料を引き下げるためには、健康寿命の延伸を図り、介護給付費を減少させ
る必要があるため、平成３１年より住民主体の「通いの場」週1回実施に向けた支援
に取り組んだ。

上色見熊野座神社



別添資料①介護予防拠点整備

・補助金を活用し、地域負担なく

公民館を改修

・段差解消や手すり設置、トイレ

洋式化等により高齢者も使いやすく

・60インチテレビ、ＤＶＤ、ノートＰＣ、

Ｗｉ-Ｆｉ、非常用発電機、

ボッチャセットを整備

高齢者にも使いやすく、災害時には一時的
に地域住民が避難できる施設となった



別添資料②高森避難フェス（防災ＤＸ訓練）

防災ＤＸ訓練
・震度５弱を想定した防災訓練として令和４年１１月６日に高森町全域で開催
・町民は近隣の公民館等へ避難し、住民同士での安否確認を実施
・公民館等42箇所と災害対策本部を
テレビ会議システムで同時接続し、
リアルタイムで避難状況を双方向に
確認する防災ＤＸ訓練として実施

・「通いの場」、消防団、自主防災組織などと
合同で実施

・町民1,000人以上が参加

保健師・管理栄養士による健康防災講話
・通いの場（介護予防拠点）となっている公民館と
テレビ会議システムを活用した健康防災講話を実施

ローカルクイズ大会
・高森町に特化した介護、健康、防災に
関する〇×クイズ大会を実施

☝避難フェスのYouTube配信はこちら

地域コミュニティ強化とともに、多くの町民に防災意識の向上を
図ることができた。



別添資料③通いの場対抗ボッチャ大会

高森オープンタウン（ボッチャ大会・UDe-スポーツ体験）

通いの場対抗ボッチャ大会
・新型コロナウイルスにより停滞した
「通いの場」活動の活性化を図るため、

・通いの場活動の目標の一つとして、
通いの場対抗ボッチャ大会を令和４年
12月4日に開催。32チーム150名が参加

UDe-スポーツ体験会
・高齢者でも取り組みやすいｅスポーツとして
体験会を開催。

パート１ パート２
☝高森オープンタウン（ボッチャ大会・UDe-

スポーツ体験）のYouTube配信はこちら

大会後には各地域でボッチャ大会が開催
されるなど「通いの場」活動の活性化に
つながった



別添資料④

通いたくなる魅力的な「通いの場」へ

スマホ教室、パソコン教室
・総務省のデジタル活用支援推進事業を活用したデジタルディバイド
（情報格差）解消に向けたスマホ教室、PC教室を開催。誰一人取り残され
ないようデジタル社会の実現に向けたサポート。
・離れた家族とのテレビ電話や年賀状作成を目標に実施。

理学療法士による体操指導・体力測定
・令和4年度では38箇所342名が実施。結果をグラフ化し、同年代の熊本
県平均や個人の経年比較を行い、モチベーションアップを図っている。

・令和5年度より町で理学療法士を雇用し、半年に1度体力測定を実施。
結果説明はテレビ会議システムを活用し、効率的に実施している。

☝体力測定のYouTube配信はこちら

体力測定 リモート説明

ドライフラワー教室
・楽しく集まりたくなる教室を企画

☝ドライフラワー教室の

YouTube配信はこちら



取組の成果

取組の成果
・ほぼ全ての事業を国県補助やふるさと納税を活用し、町の一般財源や保険料負担なく

実施した。

・町内ほぼ全域で「通いの場」が立ち上がり、令和４年度末には44箇所となった。

・「通いの場」が様々な場面で活用され、自主防災組織など地域コミュニティとしても

重要な役割を担っている。

・新型コロナウイルスにより一時的に「通いの場」活動が停滞していたが、ボッチャや

UDeスポーツなどにより、多くの「通いの場」が楽しみながら活動している。

・要介護認定率は平成27年時点では、全国及び熊本県平均を上回っていたが年々減少し、

令和５年３月現在では下回っている。


